宝塚市立幼稚園の適正規模及び適正配置に関する基本方針の説明会について（報告）
～　中山台コミュニティセンター　～
１　日時
平成28年(2016年)12月17日(土)午前10時00分～11時50分

２　場所
中山台コミュニティセンター　３階　ホール

３　参加者数
来場者　８人

４　説明員及び記録員
　　宝塚市教育委員会事務局
　　　管理室長　西本　学、学事課長　髙田　輝夫、学事課係長　佐藤　政隆（記録員）
５　説 明 会

（１）説明
　　　別紙資料参照
（２）質問・意見

	中山五月台幼稚園の目の前に建っているサンハイツでは話題になっている。近くに幼稚園、小学校、中学校があり、子育てには環境が整っている地域である。

廃園を第一に考えるのではなく、残すためにはどうすれば良いのか。そういう視点で議論してほしい。
例えば、幼保一体型を実施すれば存続するのでは。残すための方策を検討してほしい。


（回答）
不十分であったかもしれないが、それぞれの園では、未就園児の段階から関わり、私立幼稚園と同様に説明会を開催するなど、様々な取り組みを進めてきた。その中で園児数の減少に歯止めがかからない状況となった。
就学前の子ども達の様子は、こうした努力の面だけではなく、保護者の就労状況にも大きな影響を受けている。過去から約50％の就学前児童が入所している私立幼稚園の中でも、長時間保育を実施している園に園児が集中しており二極化が著しい状況にある。就学前の施設は増えている。保育所等は確実に増えている。
また、公立幼稚園における幼保一体化の取り組みについては、現有施設では、3歳児以上の受け入れとなるが、3歳児以上は、保育所での受け入れが可能であることから、公立幼稚園が施設改修してまで取り組むべき施策ではない。

	今までの説明会や中山台地区教育環境適正化検討委員会での質問に対する回答が記録として公表されていない。


（回答）
ホームページに掲載する。
	適正配置を考えるとき、距離だけの視点で良いのか？　平面的な考え方で良いのか？　利便性や安全性、坂道なども要素に入れて検討すべきでは？


（回答）
このほか、幹線道路や線路、河川等も含めて検討してきた。こうした説明会の場で、そこに住んでいる方からも積極的にご意見をお伺いし、今後、検討を進める際に参考としたい。
	保育所と公立幼稚園では保育（教育）の質の違いに愕然とした。幼児教育センターでの取り組みを進めたとしても、この差を埋めることは出来るのか？私立幼稚園や保育所等での教育の質が定着してから廃園すべきではないか。それまでの間に私立幼稚園や保育所へ行く子どもに対してはどうするのか？


（回答）
保育所は保育指針、私立幼稚園は幼稚園教育要領とそれぞれの園における建学の精神に基づいて保育している。それを公立幼稚園に合わせようとするものではない。

約95％の子ども達が市立小学校へ進学してくる。受け入れる小学校として、それぞれの施設に対して、最低限、取り組んでいてほしいことを伝え、それをサポートすることから始めていく。或いは、それぞれの施設単位では不十分であった研修を共同で実施するなど、公私立の壁や幼保の壁を取り払って、取り組んで行こうとするもの。教育保育内容の統一化を目的としているものではない。

したがって、入園（所）する施設は、十分に調べた上で選択してほしい。
	私たちは、今後30年～40年、ここに住んでいく。このまちだけで病院があり、買い物も出来る。幼稚園から高校までの学校がある。このまちを今後どうする考えなのか？


（回答）
まちを構成する上で、幼稚園や小学校などの学校施設は重要な要素となる。しかしながら、公立幼稚園の園児が減少していることも事実であり、長時間保育への需要が移行している実態もある。

今後も減少し続ける見込みであることから、全市的な視点で教育に最適な環境の整備を進めたい。

	私立との連携は難しいと聞いている。公立の良さは実感している。私立には行かせたくないと言う保護者が多いことも事実である。

公立に行かせたい保護者は、どうすれば良いのか？　私立でも大丈夫だと思えないと私立に行かすことは出来ないと思う。


（回答）

私立幼稚園の保育の質が悪い訳ではない。それぞれの園が建学の精神に基づき、保育を実施しているので、保護者の意向に合わない園もある可能性がある。しっかり選択すれば良い。

	バランスの良い配置とは？　市の考える公平性は？　車があれば通えるが、車がなければ通えない地域もある。公私立でバランスを考えているのであれば理解できるが、公立の配置だけを考えると、この計画ではバランスに欠けている。


（回答）

小中学校の場合、法律上、一定の距離に学校を設置しなければならない。幼稚園や高等学校、大学は違う。また、小中学校は、基本的には、公立小中学校で受け入れなければならないが、義務教育以外の教育施設は、私立と連携しながら受け入れようとしている。公立で全ての子どもを受け入れるものではない。

	今回の計画で廃園対象となる公立幼稚園は、代替措置としてバスを出して欲しい。過去に廃園した園は20年以上も経過している。だれも公立幼稚園があったことを知らないし、地域に公立幼稚園がないことを前提に住んでいる。

中山五月台地区は違う。幼稚園があるので、ここに住んだ経過がある。今、幼稚園があって、それがなくなってしまう状況と、20年以上前に既に廃園になった地域と同じように考えるべきではない。


（回答）

バスについては、他地域だけではなく、私立幼稚園との関係も出てくる。今回のご意見も含めて、今後、検討していく。

	中山台地区の最寄りの公立幼稚園は長尾幼稚園になる。バスで中山観音駅まで下り、電車で山本まで移動する。乗り換えが必要となる。子どもには負担が大きすぎる。他の地域は、１本で行ける。乗り換えまではしなくても良い。


（回答）

今回のご意見も含めて、今後、検討していく。

	私立と公立で何が同じで何が違うのか、整理しておく必要がある。私立に行けなかったので、この子の人生は終わった。と言う保護者がいた。そんなに公立が悪いのか？この反対もある。しっかり、伝えるべきところは伝えて方が良い。（意見のみ）


	中山台は傾斜地にあることから、子どもを連れての移動が困難。市内の他地域とは違う地域であり、この中山台から近隣の公立幼稚園まで通園するためには、バスなどの手段を講じなければならない。


（回答）

今回のご意見も含めて、今後、検討していく。

	いつごろ、園名や時期も含めて決定するのか？


（回答）

出来る限り早い時期に計画を策定し、お知らせしたい。

	ホームページには、いつまでに公開するのか？


（回答）
年内を目途に取り組む。

　

＜閉会＞
